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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月9日(2012.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　したがって、電気機械材料及びそれを含むデバイスの実施形態を開示する。本開示が、
開示されたもの以外の実施形態で実施され得ることは当業者には理解されよう。開示され
た実施形態は、図示の目的のために示され、制限のために示されてはおらず、本開示は以
下の「特許請求の範囲」によってのみ制限される。
　本発明はまた、以下の内容を包含する。
（１）ポリマーと、
　殻材料を含む外殻、及び微小球の前記外殻内に含有されるガス又は液体を有する、少な
くとも１つの膨張した微小球と、
　を含む複合材料を含む電気機械物品であって、
　前記ポリマーが、前記微小球を少なくとも部分的に封入し、前記ポリマー、前記微小球
の殻材料、及び前記微小球内のガス又は液体がすべて、異なる誘電率を有し、
　圧電特性又は焦電特性を有する、電気機械物品。
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（２）前記ポリマーがビニルポリマーである、項目１に記載の電気機械物品。
（３）前記ポリマーがポリ（フッ化ビニリデン）を含む、項目１に記載の電気機械物品。
（４）前記少なくとも１つの微小球が、約５マイクロメートル（μｍ）～約５０マイクロ
メートル（μｍ）の膨張していない直径を有する、項目１に記載の電気機械物品。
（５）前記少なくとも１つの微小球がガラスを含む、項目１に記載の電気機械物品。
（６）前記少なくとも１つの微小球がセラミック材料を含む、項目１に記載の電気機械物
品。
（７）前記殻材料がポリマーを含む、項目１に記載の電気機械物品。
（８）前記少なくとも１つの微小球が、ＥＸＰＡＮＣＥＬの商品名で市販されているポリ
マー微小球である、項目７に記載の電気機械物品。
（９）前記複合材料が、前記複合材料の総重量に基づき、約７０重量％以下の微小球を含
む、項目１に記載の電気機械物品。
（１０）前記複合材料が、前記複合材料の総重量に基づき、約３０重量％～約４０重量％
の微小球を含む、項目９に記載の電気機械物品。
（１１）前記複合材料が可塑剤を更に含む、項目１に記載の電気機械物品。
（１２）前記複合材料が圧電特性を有する、項目１に記載の電気機械物品。
（１３）前記複合材料が、チタン酸バリウム（ＢａＴｉＯ３）、チタン酸ジルコン酸鉛（
ＰＺＴ）、又はこれらの組み合わせを更に含む、項目１２に記載の電気機械物品。
（１４）ポリマーと、
　殻材料を含む外殻、及び前記外殻内に含有されるガス又は液体を有する、少なくとも１
つの膨張した微小球と、
　を含む電気機械層であって、前記ポリマーが、前記膨張した微小球を少なくとも部分的
に封入し、前記ポリマー、前記微小球の前記殻材料、及び前記微小球内の前記ガス又は液
体がすべて、異なる誘電率を有する、電気機械層、
　第１の導電層、並びに
　第２の導電層、
　を備えた電気機械デバイスであって、
　前記電気機械層が、前記第１の導電層と前記第２の導電層との間に位置付けられ、それ
らの両方と電気的接続状態にある、電気機械デバイス。
（１５）前記第１の導電層に電気的に接続される、第１の電気接点と、
　前記第２の導電層に電気的に接続される、第２の電気接点と、
　前記第１の電気接点及び前記第２の電気接点に電気的に接続される、制御デバイスと、
を更に備える、項目１４に記載の電気機械デバイス。
（１６）前記制御デバイスが、メータ、電力供給装置、又は両方を備える、項目１５に記
載の電気機械デバイス。
（１７）電気機械物品を作製する方法であって、
　ポリマー及び複数の微小球を組み合わせることによって、複合組成物を形成する工程で
あって、前記複数の微小球のそれぞれが、殻材料を含む外殻と前記外殻内に含有されるガ
ス又は液体とを有する、工程と、
　前記複合組成物のフィルムを形成する工程と、
　前記複合組成物の前記フィルムを加熱して、前記微小球の前記外殻内に含有される前記
ガス又は液体を膨張させ、膨張した微小球を形成する工程と、
　を含む方法。
（１８）前記複合組成物が、少なくとも１つの溶媒を更に含み、前記方法が、前記フィル
ムを加熱する前に、前記フィルムから前記溶媒の少なくとも一部を除去する工程を更に含
む、項目１７に記載の方法。
（１９）前記フィルムから前記溶媒の少なくとも一部を除去する工程が、前記微小球の前
記外殻内に含有される前記ガス又は液体が膨張する温度未満の温度まで、オーブン内で前
記フィルムを加熱する工程によって達成される、項目１８に記載の方法。
（２０）前記フィルムを加熱する前に、基材から前記フィルムを除去する工程を更に含む
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、項目１７に記載の方法。
（２１）加熱後に、前記フィルムをポーリングする工程を更に含む、項目１７に記載の方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーと、
　少なくとも１つの膨張した微小球であって、殻材料を含む外殻、及び前記微小球の前記
外殻内に含有されるガス又は液体を有する、少なくとも１つの膨張した微小球と、
　を含む複合材料を含む電気機械層を含む電気機械物品であって、前記複合材料が、最大
５０重量％の微小球を含み、
　前記ポリマーが、前記微小球を少なくとも部分的に封入し、前記ポリマー、前記微小球
の殻材料、及び前記微小球内のガス又は液体がすべて、異なる誘電率を有し、
　圧電特性又は焦電特性を有する、電気機械物品。
【請求項２】
　ポリマーと、
　殻材料を含む外殻、及び前記外殻内に含有されるガス又は液体を有する、少なくとも１
つの膨張した微小球と、
　を含む複合材料を含む電気機械層であって、前記複合材料が、最大５０重量％の微小球
を含み、前記ポリマーが、前記膨張した微小球を少なくとも部分的に封入し、前記ポリマ
ー、前記微小球の前記殻材料、及び前記微小球内の前記ガス又は液体がすべて、異なる誘
電率を有する、電気機械層、
　第１の導電層、並びに
　第２の導電層、
　を備えた電気機械デバイスであって、
　前記電気機械層が、前記第１の導電層と前記第２の導電層との間に位置付けられ、それ
らの両方と電気的接続状態にある、電気機械デバイス。
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